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序

　
物
故
者
追
悼
論
文
集
の
「
序
」
を
起
草
す
る
こ
と
は
、
学
部
長
と
し
て
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
職
務
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
哀
し
い
役

目
の
一
つ
に
あ
た
る
。
学
部
長
と
し
て
、
筆
者
は
す
で
に
「
市
川
統
洋
助
教
授
追
悼
論
文
集
」
（
法
学
研
究
第
五
十
三
巻
第
九
号
）
の
序
を
執
筆
し
た

こ
と
が
あ
る
．
同
君
は
奇
し
く
も
筆
者
と
同
じ
専
攻
に
属
し
、
同
君
を
法
学
部
専
任
教
員
に
推
挙
し
た
間
柄
で
も
あ
つ
た
．
序
の
起
草
ば
難
渋
を

き
わ
め
た
。

　
そ
し
て
、
再
び
「
米
山
桂
三
先
生
追
悼
論
文
集
」
の
序
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
つ
た
．
米
山
先
生
は
筆
者
の
生
涯
に
お
け
る
た
だ
一
人
の
「
学

間
の
師
」
で
あ
り
、
研
究
生
活
の
イ
・
ハ
か
ら
訓
練
し
て
い
た
だ
い
た
文
字
ど
お
り
の
「
恩
師
」
に
あ
た
る
．
恩
師
の
追
悼
論
文
集
に
序
を
寄
せ

る
巡
り
あ
わ
せ
に
、
筆
者
は
、
市
川
統
洋
君
の
場
合
と
重
な
り
あ
つ
て
特
別
の
感
慨
を
禁
じ
得
な
い
。

　
米
山
桂
三
先
生
の
略
歴
な
ら
び
に
主
要
著
作
目
録
は
、
「
米
山
桂
三
教
授
退
職
記
念
論
文
集
」
（
法
学
研
究
第
四
十
五
巻
第
三
号
昭
和
四
十
七
年
）
な

ら
び
に
米
山
桂
三
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
『
日
本
社
会
と
近
代
化
』
（
慶
応
通
信
昭
和
四
＋
二
年
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
改
め
て
触
れ

る
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
米
山
先
生
が
法
学
部
に
貢
献
さ
れ
た
事
績
は
、
『
法
学
研
究
』
第
十
五
巻
第
三
号
（
昭
和
十
一
年
）
に
論
文
「
本
能

と
政
治
（
一
）
」
を
掲
載
さ
れ
て
以
来
三
十
数
年
に
わ
た
る
研
究
業
績
を
通
し
、
同
時
代
人
の
わ
れ
わ
れ
な
ら
び
に
直
接
馨
咳
に
接
す
る
こ
と
が
最

早
で
き
な
く
な
つ
た
後
続
の
学
部
専
任
者
に
よ
つ
て
、
末
長
く
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
先
生
は
法
学
部
の
偉
大
な
先
達
の
一

人
で
あ
つ
た
．

　
研
究
者
と
し
て
の
先
生
は
、
同
時
に
、
法
学
部
長
と
し
て
の
学
事
行
政
に
も
重
要
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る
。
社
会
学
者
と
し
て
の
時
代
の
鋭

い
観
察
眼
は
、
激
動
期
に
突
入
し
た
昭
和
三
十
年
代
、
す
で
に
今
日
あ
る
こ
と
を
予
期
し
て
お
ら
れ
た
。
学
際
的
方
法
の
必
要
性
、
地
域
圏
研
究
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の
推
進
、
国
際
化
へ
の
学
部
の
対
応
策
等
、
つ
ね
に
新
し
い
問
題
意
識
を
持
ち
続
け
て
こ
ら
れ
た
。

　
学
事
行
政
の
手
腕
は
、
長
年
に
わ
た
り
兼
務
さ
れ
て
き
た
新
聞
研
究
所
所
長
あ
る
い
は
大
学
院
社
会
学
研
究
科
委
員
長
と
し
て
も
遺
憾
な
く
発

揮
さ
れ
て
き
た
．
性
来
激
し
易
い
性
格
の
先
生
と
し
て
は
、
細
心
の
注
意
と
絶
大
な
忍
耐
力
に
よ
つ
て
、
先
生
本
来
の
仕
事
と
は
や
や
異
質
な
行

政
的
役
割
を
も
完
壁
に
遂
行
さ
れ
て
き
た
．
そ
の
心
の
配
り
よ
う
と
自
己
規
制
の
在
り
よ
う
は
、
身
近
な
弟
子
の
眼
か
ら
み
る
と
、
時
に
は
痛
々

し
い
位
い
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
つ
た
。

　
先
生
は
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
、
慶
慮
義
塾
を
定
年
退
職
さ
れ
た
後
も
、
東
海
大
学
政
経
学
部
教
授
お
よ
び
同
政
経
学
部
長
と
し
て
後
進
の
指

導
に
あ
た
つ
て
こ
ら
れ
た
．
そ
の
間
、
塾
在
職
中
か
ら
、
日
本
社
会
学
会
理
事
、
日
本
新
聞
学
会
理
事
な
ら
び
に
同
会
長
、
目
本
広
告
学
会
理
事

と
し
て
、
学
会
の
た
め
に
も
長
年
尽
力
さ
れ
て
き
た
．
考
え
て
み
る
と
、
先
生
の
七
十
三
年
に
わ
た
る
生
涯
は
、
塾
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
専

門
領
域
で
多
く
の
優
れ
た
研
究
者
を
指
導
し
育
成
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
．

　
本
追
悼
論
文
集
は
、
か
つ
て
先
生
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
数
多
く
の
専
門
領
域
に
わ
た
る
研
究
者
の
執
筆
に
よ
つ
て
刊
行
さ
れ

た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
論
文
集
の
構
成
は
、
先
生
の
研
究
者
と
し
て
の
生
涯
の
基
本
的
な
部
分
を
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
．

　
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
七
日
、
先
生
が
ご
逝
去
に
な
つ
て
か
ら
月
目
は
矢
の
よ
う
に
過
ぎ
去
つ
て
い
つ
た
。
い
つ
ま
で
た
つ
て
も
、
筆
者
に

と
つ
て
つ
ね
に
先
生
で
あ
り
続
け
て
い
る
米
山
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
祈
り
つ
っ
、
序
を
終
り
た
い
と
思
う
．

昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日

法
学
部
長
十
時
嚴
周
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